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サーキュラーエコノミー“生存戦略” 

セミナー参加者募集のご案内
 

現在、２０５０年までのカーボンニュートラル実現に向け、ものづくり企業等を取り巻く経済社会は

急速に変革を続けています。加えて、本年４月のプラスチック資源循環促進法施行、１０月に開始され

た「成長志向型の資源自律経済デザイン研究会」における議論等も相まって、サーキュラーエコノミー

（循環型経済）への移行に向けた取組の重要性は一層高まっています。 

このことから、中部経済産業局では、中部のものづくり企業等が中長期的企業価値の視点からグロー

バルな生存競争に勝ち抜くための経営戦略を考え、サーキュラーエコノミーを共創していくことを目的

としたセミナーを開催します。参加費は無料です。 

 

１．開催日時 

令和５年１月１７日（火） 

１３時３０分～１７時 

２．開催形式 

オンライン形式での開催 

（Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｔｅａｍｓ） 

３．プログラム 

・１３時３０分 開会の辞 

・１３時３５分～１４時２５分 

 循環経済がビジネスを変える ～ものづくり 

視点からのサーキュラーエコノミー～ 

東京大学大学院 工学系研究科 

人工物工学研究センター 教授 梅田 靖 氏 

・１４時２５分～１５時１５分 

 サーキュラー社会実現の鍵を握る｢価値デザ 

イン｣経営 

住友商事グローバルリサーチ株式会社 

代表取締役社長 住田 孝之 氏 

・１５時２０分～１６時４０分 

 サーキュラーエコノミー取組事例の紹介 

（各４０分） 

日本特殊塗料株式会社 

執行役員兼ＣＥ推進室 室長 栗原 洋幸 氏 

株式会社ＪＥＰＬＡＮ 

代表取締役 執行役員社長 髙尾 正樹 氏 

・１６時４０分～１７時 

 中小機構の支援施策のご紹介 

 独立行政法人中小企業基盤整備機構 

北陸本部 企業支援部 企業支援課長 

松浦 浩規 氏 

・１７時 閉会の辞 

４．参加対象 

 中長期的でグローバルな生存戦略を考える企

業 

５．定員 ４００名 

６．申込み方法 

 下記ＵＲＬの応募フォームより、お申込みく

ださい。 

 https://www.chuokai-toyama.or.jp/fQcQ7d 
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７．申込み締切 令和５年１月１３日（金） 

８．お問い合わせ先 

 中部経済産業局 資源エネルギー環境部 

環境・リサイクル課 

ＴＥＬ．０５２－９５１－２７６８ 

 

◇ 北陸地域の脱炭素実現に向けた金融機関・

事業者向けセミナー開催のご案内 

 

環境省中部地方環境事務所、経済産業省中部

経済産業局及び財務省北陸財務局では、北陸地

域の金融機関・事業者等における脱炭素実現に

向けた意識の醸成、取組の推進を目的としたセ

ミナーを開催します。 

また、本セミナーでは、地域脱炭素に向けた

取組の紹介や分散型エネルギー普及に向けた有

識者によるパネルディスカッションを開催しま

す。 脱炭素に取り組むメリット、地域特性を

活かした取組・支援策をテーマとし、これから

脱炭素への取組を始めようとお考えの皆様に分

かりやすい内容になっております。参加費は無

料です。 

 

１．開催日時 

 令和５年１月１０日（火）１０時～１２時 

２．開催会場 

ＴＫＰガーデンシティＰＲＥＭＩＵＭ 

金沢駅西口ホール３Ｂ 

（金沢市広岡２丁目１３−１３番３３号 

ＪＲ金沢駅西第三ＮＫビル） 

３．プログラム 

（１）第１部 取組紹介 

  ①「カーボンニュートラルの推進に向け 

て」  

経済産業省中部経済産業局 

  ②「地域に裨益する脱炭素の取組につい 

て」 

環境省中部地方環境事務所 

（２）第２部 パネルディスカッション 

   （テーマ） 

   地域の金融機関、事業者、地方自治体等 

が連携した脱炭素の取組 ～北陸におけ 

る地域脱炭素のロールモデル～ 

（ファシリテーター） 

  ・（株）日本総合研究所 

（パネリスト） 

  ・上坂 博亨 氏 

（富山国際大学現代社会学部教授） 

  ・島田 善朗 氏 

   （株式会社北陸銀行経営企画部サステナ 

ビリティ推進グループ部長代理） 

  ・寺崎 英樹 氏 

   （ハリタ金属株式会社常務取締役リサイ 

クル事業本部長） 

  ・八木 繁和 氏 

   （ＹＫＫ ＡＰ株式会社技術顧問） 

  ・山根 健司 氏 

   （株式会社山水設計コンサルタント代表 

取締役） 

  ・経済産業省中部経済産業局 

  ・環境省中部地方環境事務所 

４．定員 最大１００名程度 

５．申込み方法 

 下記ＵＲＬの参加申込み手順を参考に、メー

ルにてお申込みください。 

 https://www.chuokai-toyama.or.jp/xtcIpU 

６．お問い合わせ先 

 環境省 中部地方環境事務所 地域脱炭素創生

室 

ＴＥＬ．０５２－３８５－４２４８ 

E-mail：CN-CHUBU@env.go.jp 

 

◇ 令和５年度「高年齢者活躍企業コンテス

ト」募集のご案内 

 

独立行政法人高齢・障害・求職者支援機構で

は、高年齢者が長い職業人生の中で培ってきた

知識や経験を職場等で有効に活かすため、事例

を広く募集・収集し、優秀事例について表彰を

行います。 
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１．取組内容   

（１）高年齢者の活躍のための制度面の改善 

①定年制の廃止、定年年齢の延長の導入 

②創業支援等措置（７０歳以上までの業務 

委託・社会貢献）の導入 

③賃金制度、人事評価制度の見直し 

④多様な勤務形態、短時間勤務制度の導入 

 ⑤各制度の運用面の工夫（制度改善の推進 

体制の整備、運用状況を踏まえた見直 

し）等  

（２）高年齢者の意欲・能力の維持向上のため 

の取組 

 ①高年齢者のモチベーション向上に向けた 

取組や高年齢者の役割の明確化 

 ②高年齢者による技術・技能継承の仕組み 

 ③高年齢者が活躍できるような支援の仕組 

み（ＩＴ化へのフォロー、危険業務から 

の業務転換） 

④高年齢者が活躍できる職場風土の改善、 

従業員の意識改革、職場コミュニケーシ 

ョンの推進等 

（３）高年齢者が働き続けられるための作業環 

境の改善、健康管理、安全衛生、福利厚 

生の取組 

①作業環境の改善 

②従業員の高齢化に伴う健康管理・メンタ 

ルヘルス対策の強化 

③従業員の高齢化に伴う安全衛生の取組 

④福利厚生の充実等 

２．応募資格 

（１）応募時点において、労働関係法令に関し 

重大な違反がないこと。 

（２）高年齢者が６５歳以上になっても働ける 

制度を導入し、創意工夫がなされている 

こと。 

（３）事業年度における、平均した１ヶ月あた 

りの時間外労働時間が６０時間以上であ 

る労働者がいないこと。 

など、詳細な要件があります。 

３．申込み方法 

下記ＵＲＬの応募様式をダウンロードし、郵

送にて、お申込みください。 

https://www.chuokai-toyama.or.jp/Q6Nu84 

４．応募締切 

令和５年２月２８日（火）当日消印有効 

５．お申込み・お問い合わせ先 

（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構 

富山支部 高齢・障害者業務課 

〒933-0982 富山県高岡市八ケ５５ 

富山職業能力開発促進センター 

内 

 ＴＥＬ．０７６６－２６－１８８１ 

 

◇ 特定技能制度活用促進のための国内マッチ

ングイベント開催のご案内 

 

 出入国在留管理庁では、特定技能で外国人の

雇用を希望する企業を対象に国内マッチングイ

ベント（オンライン）を開催します。参加費は

無料です。 

 

１．参加対象 

 特定技能外国人の雇用に興味があり、効率よ

くマッチング・面談を行いたい企業 

２．募集分野 

 介護、素形材・産業機械・電気電子情報関連

製造業、造船・舶用工業、航空、農業、飲食料

元気いっぱいのファーストバンクです。  
新オートローン・新型住宅ローン 

                富 山 第 一 銀 行 
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品製造業、ビルクリーニング、建設、自動車整

備、宿泊、漁業、外食業 

３．開催方法 

オンラインマッチング／面談 

（Ｅｖｅｎｔ Ｈｕｂ使用） 

４．開催日 令和４年１２月～令和５年２月 

５．申込み方法 

 下記ＵＲＬの応募フォームより、お申込みく

ださい。 

 https://www.chuokai-toyama.or.jp/8L1zb 

６．お問い合わせ先 

法務省 出入国在留管理庁 

ＴＥＬ．０３－６７３４－１２７０ 

 

◇ 特定（産業別）最低賃金改定のご案内 

 

 富山労働局では、富山県の区域に設定してい

る特定（産業別）最低賃金を改訂する旨決定し

ました。これらの最低賃金は、年内に順次発効

します。 

 

１．改定内容 

（業種）富山県玉軸受・ころ軸受、他に分類され

ないはん用機械・装置、トラクタ、金属工作機

械、機械工具、ロボット、自動車・同附属品製

造業 

（時間額）960円（＋26円、改定前 934円） 

（発効日）令和４年１２月２５日 

（業種）富山県電子部品・デバイス・電子回路、

電気機械器具、情報通信機械器具製造業 

（時間額）910円（＋31円、改定前 879円） 

（発効日）令和４年１２月２２日 

（業種）富山県百貨店、総合スーパー 

（時間額）915円（＋25円、改定前 890円） 

（発効日）令和４年１２月２８日 

 なお、地域別最低賃金と特定最低賃金の両方

の最低賃金が適用される場合には、使用者は高

い方の最低賃金額以上の最低賃金を支払わなけ

ればなりません。したがって、次の特定最低賃金

が適用される労働者については、富山県最低賃

金 908円以上の賃金を支払うことになります。 

・富山県アルミニウム第２次精錬・精製業、アル   

ミニウム・同合金圧延業、アルミニウム・同合

金鋳物、アルミニウム・同合金ダイカスト、金

属製サッシ・ドア、建築用金属製品、アルミニ

ウム・同合金プレス製造業：最低賃金（時間額

781円） 

・富山県自動車（新車）小売業：最低賃金（時間 

額 769円） 

２．お問い合わせ先 

富山労働局賃金室 

ＴＥＬ．０７６－４３２－２７３５ 

 

◇ 年末年始業務のご案内 

 

 富山県中小企業団体中央会の年末年始の業務

は、下記のとおりといたしますので、よろしく

お願いいたします。 

 

【年末】令和４年１２月２８日（水） 

    １７時１５分まで 

【年始】令和５年１月４日（火） 

    ８時３０分から 
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